
団体の紹介 
『ふれあいの里』は、朝市から始まり、平成 16 年に『ふれあい

の里』となりました。後に、平成 17 年に国からの登録を受けて道
の駅としてスタートしました。 
全国でも有数の特産品であるレンコンを味わってもらいたい、広

く知ってもらいたいとの思いから、レンコンをラーメンやお菓子な

どいろいろな形で加工・販売しています。新鮮で安心・安全なもの

を提供することを第一に考え、より楽しめる道の駅を目指して運営

しています。 

 

この団体の歩み 
昭和 62年 旧立田村にて協議会の元となる「立田の風をおこそう」研究会発足 
平成 9年  旧立田村にて特産品の販売拠点を協議 
平成 11年 12月 販売拠点として朝市の設立 
平成 16年 12月 朝市の解散 

同月 創業 現在に至る 
今までの活動内容と今後の課題 
「立田ふれあいの里」運営連絡協議会は、道の駅の運営、産地

直売、飲食店に土産物販売を行っています。 
イベントの開催なども行うことによって、認知度が高まり、レ

ンコン（加工食品・惣菜など）・トマト・イチゴなどの地元特産品

の売り上げが上がりました。 
 ただ、「１日ゆっくりしていただきたい」という思いがあり、お

客さんが買い物をすると、すぐに帰ってしまうといったことに対

して、どうすれば良いかといった課題もあります。 
 

県へのメッセージ 

もっと PRしてほしいです。 
道の駅連絡協議会のようなものを県でも立ち上げて欲しいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
組織形態 任意団体 
事業者名 立田ふれあいの里運営連絡協議会 

所在地 
〒496-0943 
愛知県愛西市森川町井桁西 27 

電話 0567-24-1010 
FAX 0567-28-5870  

HPアドレス  
メールアドレス  
代表者 会長 伊藤 仁 

参加者 

会員 150名 職員 12名 中心年代 60 代  

女性
40%

男性
60%

男性 女性

常勤
100%

常勤 非常勤 ボランティア

 
(最終校正日時 2010/12/07) 

 


